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1． はじめに 

 丸太打設液状化対策＆カーボンストック工法（LP-LiC 工法）の特徴の一つは，半永久的に炭素貯蔵できること

である．これは，液状化の可能性の高い地盤は地下水位が浅く，そこに打設された丸太は，空気がない地下水位

以深に置かれ，腐朽菌やシロアリなどが活動できないため，丸太は 100 年を優に超えて長耐久性を有するためで

ある 1)．著者らは，この効果を定量的に把握してきている 2)．今回，今までと比べやや大規模な木造二階建て集

合住宅基礎で，LP-LiC を実施する機会を得たので，この事例の概要と今までの傾向との比較を示す． 
2． 施工概要 

 図- 1に，丸太の打設位置図示す．末口径 0.14m，長さ 4m の丸太 745 本を基本的な丸太打設間隔 0.55m で打設

した．使用した丸太は，樹種がカラマツで，皮を剥ぎ先端部をペンシル状に尖らせ，丸太頭部が GL-1m の深度と

なるように地盤に圧入した．施工は，10t 級の打設機（BA100）を 2 台用いた．図- 2に，施工手順を示す．鋼管

による先行回転圧入後，丸太を圧入し，製造時エネルギーが少なく地下水位汚染などの心配がない被覆土で丸太

頭部を覆い，砕石を投入後 2.6kVA の発電機（2600U）を用いて電動バイブレータで砕石を締固めた．現場ではそ

の他に，クレーン付き 0.9t のミニバックホウ（PC30）を使い，丸太の移動などに用いた． 
3． 調査方法 

 丸太は，地盤中で半永久的に炭素を貯蔵すると考え，(1)式より二酸化炭素貯蔵量 SLogを求めた． 
SLog=VLog×ρLog×KC×KCO2/C                     (1) 

 ここで，VLog：丸太の材積（m3），ρLog：丸太の容積密度（kg/m3）（=404 kg/m3（カラマツ）），KC：丸太の炭素

量の質量割合（=0.5（樹種によらず）），KCO2/C：炭素を二酸化炭素に換算する係数（=44/12） 
 なお，丸太の材積は，先端のペンシル状を無視し尖っていないものと仮定し，単純に末口二乗法より求めた． 
 工事によって排出される二酸化炭素量は，システム境界を現場敷地とし，現場で稼働した丸太打設機，ミニバ

ックホウ，発電機のみを対象とし，投入した燃料を計測した． 
 なお丸太は，一般道を通ると約 250km を大型トレーラーで 2 往復し運搬した．トレーラーの燃費を 3.5km/L，
軽油の二酸化炭素排出係数を 2.58kg-CO2/L とすると，これによる二酸化炭素排出量は，約 740kg-CO2となる． 
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図- 1 丸太打設位置図 

 

 
図- 2 施工手順フロー図 
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4． 調査結果 

 表- 1 に，工事における炭素貯蔵量と二

酸化炭素排出量の計測結果を示す．今まで

の知見 2)と同様に，工事による二酸化炭素

排出量よりも丸太によって貯蔵された炭素

量の方が圧倒的に多いことがわかる．これ

に丸太の運搬によって排出された二酸化炭

素量を加えても，収支は 41,190kg-CO2の貯

蔵であり，工事自体が地球温暖化緩和策に

大きく貢献していると言える． 
 図- 3 に，今回の結果につい既往のデー

タと併せて液状化対策体積 1m3 当たりと，

丸太使用材積 1m3当たりに固定された炭素

貯蔵量を丸太打設間隔に対して示す．丸太

打設間隔 B は，丸太打設間隔を丸太末口直

径 DTの倍数で示した． 
 図- 4 に，工事によって排出された二酸

化炭素排出量を丸太打設間隔に対して示す．

液状化対策体積当たりは，丸太打設間隔が

短くなり工事量が増えるほど二酸化炭素排

出量が大きくなる．しかしながら，その量

はかなり小さく，丸太打設間隔が 3.0DT と

なっても-5kg-CO2/m3-imp 程度である． 
 図- 5 に，丸太による炭素貯蔵と工事に

よる二酸化炭素排出の収支を示す．この図

は，図- 3と図- 4を加算したものである．

収支は，丸太打設間隔に逆比例し丸太打設

間隔が小さいほど大きくなる．使用丸太の

材積当たりの場合は，丸太打設間隔に関係

なく樹種によりほぼ一定値となる．これら

の関係と本研究結果は整合している． 
5． まとめ 

(1) 二階建て集合住宅における液状他対

策工事についても，既往研究成果と同

様に，丸太によって貯蔵された炭素量

は工事によて排出された二酸化炭素量よりも大きく，工事自体が地球温暖化緩和策となる． 

(2) 二階建て集合住宅における液状化対策工事の丸太による炭素貯蔵量と工事による二酸化炭素排出量の丸太

打設間隔に対する関係は，既往研究成果と同様の傾向を示した． 
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表- 1 工事における炭素貯蔵量と二酸化炭素排出量 

 

総量 改良体積当たり 使用材積当たり
項目 CO2 貯蔵・排出CO2 貯蔵・排出CO2

(kg-CO2) (kg-CO2/m
3-imp) (kg-CO2/m

3-wood)

丸太による貯蔵 43,261 38.4 740.7

工事による排出 -1,331 -1.2 -22.8

収支 41,930 37.2 717.9

  

 (a)液状化対策改良体積 1m3当たり   (b)使用丸太材積 1m3当たり 

図- 5 丸太による炭素貯蔵と工事による二酸化炭素排出の収支 
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 (a)液状化対策改良体積 1m3当たり   (b)使用丸太材積 1m3当たり 

図- 4 工事による二酸化炭素排出量 
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 (a)液状化対策改良体積 1m3当たり   (b)使用丸太材積 1m3当たり 

図- 3 工事で用いた丸太によって貯蔵される炭素量（二酸化炭素換算） 
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